










平成 16 年度 東京都立日比谷高等学校入学者選抜学力検査問題 

出題の基本方針等について 

 

数  学 
 
１ 出題の方針 
 
  数量，図形などに関する基礎的・基本的な事項についての知識・理解をみるととも 
に，数学的な見方や考え方及び，数学的な表現・処理に関する能力をみる。 

 
２ 問題の構成と各問のねらい 
 
（１） 問題の構成 
 
① 大問は４問構成とし，それらの中の小問は全部で 14問とした。 
② 答えだけでなく，答えを求める途中の式や計算を書くことにより，思考過程を大

切にして，推論の過程をみることを重視した小問構成とした｡ 
 
（２） 各問のねらい 
 
  １ 数と式，図形，数量関係の各領域の基礎的・基本的な事項についての知識・理解

及び計算処理の能力をみる。 
 
  ２ 図形の性質の理解をみるとともに，正しく作図する能力や中点連結定理，三角形

と比，三平方の定理などを用いて，見通しをもって論理的に考察し処理する能力，

推論の過程を的確に表現する能力をみる。 
 
  ３ 図形の相似拡大・縮小とそれに伴う点や線分の位置を的確にとらえ，点の座標や

線分の傾きを考えることを通して，点や線分の移動について論理的に考察し，問題

を解決する能力をみる。 
     
  ４ 立体図形上の点の運動を捉えることを通して，点の移動した距離と時間の関係や

点の位置と点の移動した距離の関係を方程式で表すことにより，関数についての理

解をみるとともに，図形の計量についての能力，見通しをもって論理的に考察し処

理する能力，推論の過程を的確に表現する能力をみる。 
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     【証明】頂点 Bと頂点 D,頂点 Aと頂点 Cをそれぞれ結ぶ。△ABDにおいて,       

点 Pは辺 ABの中点,点 Sは辺 ADの中点だから,中点連結定理より, PS=
2
1 BD              

△CBDにおいて同様に,QR=
2
1 BD よって,PS = QR ……①                                       

△BACにおいて,点 Pは辺 ABの中点,点 Qは辺 BCの中点だから,中点連結定理より, PQ=
2
1 AC                      

△DCAにおいて,同様に,SR=
2
1 AC  よって,PQ = SR ……②                       

また,△ABCと△DCBにおいて,仮定から AB = DC, ∠ABC = ∠DCB また,BC共通より, ２辺とその間の角がそれぞれ  

等しいので, △ABC≡△DCB  したがって,AC = BD ……③  

よって①,②,③より PQ = QR,QR = SR,SR = PS  したがって,四角形 PQRSは,４つの辺の長さがすべて等しいので,  

ひし形である。 

頂点 Aから辺 BCに引いた垂線と辺 BCとの交点を Hとし,頂点 Dから辺 BCに引いた垂線と 

辺 BCとの交点を Kとする。四角形 PQRSは正方形であるから,対角線の長さは等しく, 

また,垂直に交わるから,その長さを cmy とすると,正方形の面積は, 18
2
1 2 =y   cmy 6=  

よって,PR = QS = 6 cm   ここで,辺 BAを Aの方向に延長した直線と辺 CDを 

Dの方向に延長した直線の交点を Eとすると,∠ABC = ∠DCBより, 

２つの角が等しいので, △EBCは二等辺三角形 よって,EB = EC また,AB = DC    

したがって,EA：AB = ED：DCにより,AD // BC     

また,点 Pは辺 ABの中点,点 Rは辺 DCの中点であるから, PB = RC よって，EP = ER  

したがって,EP：PB = ER：RCにより,PR // BC                  
ここで PR⊥QSより,BC⊥QS したがって, AH = DK = 6 cm                 

△ABHにおいて,三平方の定理により,BH 2 = ( ) 2
102 － 6 2 = 4   よって, BH = 2 cm  

△DCKにおいても同様に,CK = 2 cm   また,頂点 Aと頂点 Cを結び,線分 ACと線分 PRの交点を Fとすると, 

PF // BCより,点 Fは,線分 ACの中点 よって,PF=
2
1 BC, FR=

2
1 AD,  PF＋FR = 

2
1 (AD＋BC) より,  

AD＋BC = 2PR = 12  ここで,AD = cmx とすると, 12222 =×＋x  よって, 4=x   すなわち AD = cm4   

BC = 12－AD  より, BC = cm8  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

[問 5] 

[問 4] 

[問 3] 

[問 2] 
[問 1] 

正答例

[問 1] 5 5 

5 

5 

5 

5 

配点 

配点 問題番号 正    答 

２ 

問題番号 正      答 

２ 

10 正答例 
[問 2] 

正答例 
[問 3] 

4
5  

cm  

1024－  

36
7  

A 

B C 

D 
F G 

 A 

P 

B Q C 

R 

D S 

E 

A 

P 

B C  

R 

D S 

cm102
F 10 

配点 

H K Q 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
[問 1]                    
    2点 P,Qが同時に頂点 Aを出発してから,ブザーが鳴るまでの時間を s秒, 点 P,点 Qが出会うまでの時間を t秒とすると, 

点 Q が,頂点 A から頂点 B まで動き,頂点 B から１周して,頂点 B に戻るまでに要する時間は, 5
32

616
10
20

=
×

＋   よって，

( ) st 651020 =－－  より st 61070 =－ ……①  また，点 Pが正六角すいの側面上を動く速さは， 秒/16 cm であるから， 

( ) 6
5
4616 ××= sst－   より ( ) sst 3620 =－   st 145 = ……②  ①，②より  ss 62870 =－   7034 =s  

        よって， 
17
35

=s   すなわち， 
17
35
秒後 

ブザーが鳴ってからの時間を t秒とする。 

点 Rが頂点 Bに到達したとき,点 Pは,AP = 12 cmのところにいる。したがって,点 Pは, 16 cm/秒の速さで, 

１辺 
5
48

5
412 =×  cm の正六角形の周上を時計回りに動く。 

点 Rは,32 cm/秒の速さで,底面の正六角形の周上を反時計回りに動く。 

右の図において,頂点 Aから底面の正六角形に引いた垂線と底面の正六角形との交点を 

Oとし,点 Pから底面の正六角形に引いた垂線と底面の正六角形との交点を P’とする。 

点 P’が底面上で動く正六角形と,点 Oと点 Rを結んだ線分との交点を R’とすると, 

       点 P’は, t秒間に t16  cm, 点 R’は, t秒間に
5
332 ×t  cm動く。 

    ここで,２点 P’,R’が t秒間に動いた道のりの和を lとすると, ttt
5

176
5
33216 =×= ＋l  

PRの長さが最も大きくなるのは, 線分 PP’の長さが一定であるから, 

直角三角形 PRP’において, 線分 P’Rの長さが最も大きくなるときである。 

よって,点 P’,点 R’がともに, 点 Pが動く側面上の正六角形を底面に写してできる 
正六角形の頂点に達していて, lが正六角形の半周の長さの奇数倍のときである。 

点 P’が底面上で動く正六角形の１辺の長さを進むのに要する時間は, 
5
316

5
48

=÷  秒                                              

       したがって, nt
5
3

=  ( )は自然数n  と表せる。     

             また, ( )123
5
48

－k××=l  ( )は自然数k   t
5

176
=l より, ( )123

5
48

5
176

－kt ××=   

             したがって, ( ) ( )12
11
912

176
144

－－ kkt ==   よって, ( )12
11
9

5
3

－kn =   すなわち ( )12
11
15

－kn = が最初に成り立つのは,  

             1112 =－k のときである。したがって,最初に PRの長さが最大になるのは, 1112 =－k のときで, 9=t    すなわち 9秒後 
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